
 日時：令和２年１２月２日（水） 午後３時３０分～

 場所：鳥取県庁災害対策本部室（第２庁舎３階）

 出席：知事、副知事、統轄監
令和新時代創造本部、交流人口拡大本部、危機管理局
総務部、福祉保健部、生活環境部
東部地域振興事務所、中部総合事務所、西部総合事務所
日野振興センター、鳥取市保健所、アドバイザー

 議題：

（１）症例報告について

（２）感染拡大地域との往来について

（３）国の動きについて
（４）その他

鳥取県新型コロナウイルス感染症対策本部（第４８回）
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１ 概要
性別：男性
年代：20代
居住地：米子市
属性：

２ 現在の症状 ：

３ 経過（発症日２日前の行動歴）

４ 発症日14日前までの国外、県外への移動歴 ：

５ 現在の患者の状況 : 

６ 濃厚接触者等の調査状況 :

県内における新型コロナウイルス感染症患者の確定について（59例目・第2報）

【59例目】
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１ 概要
性別：女性
年代：20代
居住地：米子市
属性：

２ 現在の症状 ：

３ 経過（検体採取日２日前の行動歴）

４ 検体採取日14日前までの国外、県外への移動歴 ：

５ 現在の感染者の状況 : 

６ 濃厚接触者等の調査状況 :

県内における新型コロナウイルス感染症無症状病原体保有者の確定について（60例目・第2報）

【60例目】



１．患者対応
感染症指定医療機関に入院

２．調査

（１）鳥取大学医学部と連携した調査を実施

・大学関係者の接触者等を特定 →幅広くPCR検査を実施

・感染者の出入りした施設を特定 →消毒作業を実施
※当該感染者が立入った病棟の新規入院
患者の受入を一時停止

（２）感染源調査を実施
・発症前（検体採取日）２週間の行動歴を調査→関係する都道
府県等に情報提供

３．濃厚接触者等への対応
〇積極的疫学調査を実施し、濃厚接触者を特定
→ 最終接触日より２週間の健康観察
→ 外出自粛要請
〇濃厚接触者や検査を希望する方等に対し、PCR検査を実施

対応方針
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医療提供体制

１．入院体制について（１２月２日 １４：００時点）

１施設（６６室）を開設済み

２．宿泊療養体制について

確保病床（A） 入院者（C） C/A C/B現時点確保病床（B）

３１３床 １７０床（※） ７人 ２% ４%

（※）現時点確保病床を臨時的に１８床追加確保中（１５２床⇒１７０床）
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鳥取県版新型コロナ警報

【参考】 注意報の発令基準：東部1人/週、中部1人/週、西部1人/週 に達した日（圏域単位で発令）
注意報の解除基準：注意報発令基準を下回った日の翌日

＜感染防止対策の徹底、検査・医療体制の強化＞
 手洗い、マスク着用、換気等の感染防止対策の呼びかけ強化
 保健所機能の強化（積極的疫学調査、相談対応）
 医療提供体制に関する各種データの積極的公開

 医療・福祉施設の感染防止対策の確認

＜保健所支援に向け総勢４０名の応援態勢を継続＞
リエゾン派遣、疫学調査への応援のほか、検体搬送、ドライブスルー検体採取、
その他の応援を行うための態勢を継続

地域 発令区分 備考

東部地区 注意報 11/18～

西部地区 注意報 11/25～
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指標 鳥取県
12月2日 14:00現在

ステージⅢ(※)
の指標目安

医療提供体
制等の負荷

① 病床の
ひっ迫具合

病床全体 現時点確保
病床占有率

4%
(7/170床)

25%以上

最大確保
病床占有率

2%
(7/313床)

20%以上

うち重症者用病床 現時点確保
病床占有率

0%
(0/40床)

25%以上

最大確保
病床占有率

0%
(0/47床)

20%以上

② 療養者数(対人口10万人) 
※県人口55.6万人で計算

1人
(実数7人)

15人以上

監視体制 ③ 検査陽性率(直近1週間) ※11/25～12/1 0.6%
(5/895人)

10%以上

感染状況 ④ 陽性者数(対人口10万人/週) 
※以下、直近１週間は11/25～12/1で集計

0.9人
(実数5人)

15人以上

⑤ 陽性者数の直近1週間と前週の比較 多い
(5人/2人)

多い

⑥ 感染経路不明割合(直近1週間) 20%
(1/5人)

50%以上

分科会提言の指標と鳥取県の状況

※ステージⅢ：感染者急増段階 (感染者の急増及び医療提供体制における大きな支障の発生を避けるための対応が必要な段階)

⑤の指標は目安を超えているが、感染拡大リスクを判断する上で重要な病床占有率は目安を
大幅に下回っていることから、本県はステージⅢには達していないと考えられる。 7



１．学生に対する感染予防啓発
• 学生eラーニングシステム「manaba(マナバ)」を活用し、学生理解
度テストを県と連携して実施

• 大学生グループによる啓発動画作成及びSNSでの情報発信

• 大学HP（トップページ）でとりネットの新型コロナ情報を提供

２．学内感染者発生時の対応
• 濃厚接触者等に対するPCR検査実施

• 多数の学生等に対する検査について保健師等を派遣するなど
県と連携して実施

• 大学と保健所、国際交流財団との連絡体制を強化

鳥取大学と連携した取組
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教育委員会
県版ガイドラインの改正

イベントガイドラインの更新（１２月１日改正済）

 １２月１日以降（１２月1日～当面２月末）のイベントの開催制限に関する国通知に合わ
せて感染防止対策を修正

＜国通知概要＞ ・基本的に１１月末までの取り扱いを継続
・具体的な感染防止策を明記。

 追記事項
・マスクの常時着用の明記

・出演者の感染防止対策について明記

・飲食を伴うが発声がないイベントについては定員の50%を超える入場を認める

→感染対策は徹底することが前提（十分な換気、会話がある場面での飲食禁止）

飲食店向け等ガイドラインの改正(作業中)

 クラスター対策強化に伴う全国版ガイドラインの改定に合わせて、感染予
防対策を追加し速やかに改正予定

 追加事項
・利用客同士の距離を確保（斜め向かいに座る）

・フィジカルディスタンスが確保できない場合のパーティションの活用

・冬季に向けた換気方法の例示、換気が適切か確認（ＣＯ２濃度センサーの活用等）
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若い方々へのお願い

◆感染しても症状の出ない方々が気づかずにウイルスを拡散させる
恐れがあります。マスクの着用が、あなた、ご家族、大切な人たちな
ど周囲を感染から守ります。

◆親しい間柄での会食時であっても、マスクを外す瞬間をウイルスが
狙っています。マスクを着用し、少人数で、大騒ぎを控え、短時間で
切り上げるのが穏やかな年末年始を迎えるコツです。

◆遠方との行き来により人と出会うとき、親しい方ほどマスク着用に
注意し、感染防止に気をつけてください。
特に感染が拡大している地域とは、オンライン帰省など工夫し、不
要不急の往来は控えていただきますようお願いします。

10



年末年始を穏やかに過ごすために、感染予防に努めましょう。

◆今、感染が急速に拡大している局面に入って、最大限の警戒を
要する時期となっています。
札幌市、東京23区、名古屋市と大阪市については、それぞれの
地域での感染拡大防止を応援するためにも、不要不急の往来は
控えていただきますようお願いします。

◆ 「感染流行警戒地域(Ⅳ)」「感染流行厳重警戒地域（Ⅴ）」につ
いては、その往来の必要性について、今一度、十分にご検討くだ
さるようお願いします。

◆感染経路が多様化し、感染者の検知が難しい、見えにくい状況
で、どういう場所で感染しても不思議ではなくなってきています。
マスクの着用やこまめな手洗い、手指消毒を徹底し、特に「三つ
の密(密閉、密集、密接)」を避け、必要があって会食に参加される
場合であっても、大声を控え、少人数・短時間で、できるだけマス
クを着用するなど感染予防をしっかりと取っていただきますようお
願いします。

県民の皆様へ他地域との往来についてのお願い

11



県外からいらっしゃる皆様へ

◆今、感染が急速に拡大している局面に入って、最大限の警戒を
要する時期となっています。
札幌市、東京23区、名古屋市と大阪市からお越しをお考えの方
は、その計画の必要性について、今一度、慎重にご検討くださる
ようお願いします。

◆体調に不調が生じた場合には、来県を控えてください。

◆｢三つの密(密閉、密集、密接)｣を避ける、人と人との感染防止距
離(概ね2メートル)を取る、マスクの着用、こまめな手洗い、手指
消毒、こまめな換気などの感染予防に万全の注意を払っていた
だきますようお願いします。

◆倦怠感やのどの違和感、発熱、味覚・嗅覚など少しでも違和感を
自覚した場合には出歩かず、まず、「受診相談センター」や 「接触
者等相談センター」にご相談ください。
【受診相談センター】
受付時間：9:00～17:15 ０１２０－５６７－４９２(コロナ・至急に)
上記以外：[東部] TEL0857-22-8111 [中部] TEL0858-23-3135 [西部] TEL0859-31-0029
【接触者等相談センター】

[東部] TEL0857-22-5625 [中部] TEL0858-23-3135 [西部] TEL0859-31-0029 
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GoToトラベル見直しについて

 東京都(12月1日発表)

・重症化リスクの高い６５歳以上の高齢者と基礎疾患のある人を対象に、１２月17日まで
に都内を発着するＧｏＴｏトラベル事業を利用した旅行の自粛を促す、と東京都知事と菅
首相で合意（報道ベース）

 札幌市、大阪市

＜札幌市、大阪市着＞

・11月24日から12月15日まで新規予約の受付を停止する。（既予約済の旅行は、12月２
日から一時停止）

＜札幌市、大阪市発＞

・12月15日までに出発する旅行を控えるよう呼びかけ。（既予約済の旅行は、12月7日ま
での間、無料でキャンセル可能）

※キャンセル料は、いずれもＧｏＴｏトラベルの予算で負担。

【 本県の対応 】

新規感染者数が少ない本県の特徴を活かし、県民の皆さんにご協力をいただき、「Ｗｅ
Ｌｏｖｅ鳥取キャンペーンＰａｒｔ３」を実施。
・実施期間 令和２年１２月７日（月）～令和３年１月１１日（月・祝）
・対象施設等 宿泊施設、観光施設、観光事業者（アクティビティ、スキー場）等
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県外本部の現地体制の縮小

■現地での業務を縮小し、現地で勤務する職員
は順次、鳥取県内へ帰任。
■今日から県庁内に「分室」を設置し、帰任した
職員は、リモートワークの体制に移行。

・現地に残る職員も、引き続き感染予防を徹底するとともに、リモート

ワーク、在宅勤務を強化し、出勤体制を縮小。

・県外本部縮小にあわせ、県外本部に会議等への代理出席は依頼

せず、WEBでの出席や、会議主催者から直接資料入手するなど個別

に対応することを徹底。
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